
社会生態研究部門

生態機構分野

MichaelA.Hufhan(助教授),橋本千絵 (助手)

田代靖子 (非常勤研究員)

座屈耕一郎,半谷吾郎,早川祥子 (日本学術振

興会特別研究員)

ChamalieA.D.Nahallage,MohammadF.Jaman

(大学院生)

<研究概要>

A)アフリカに生息する野生チンパンジー ･ボノボの生

態と行動研究

M.A.lHufhan,橋本千絵,座馬耕一郎,

田代靖子

タンザニア国マハレ山塊とヴィクトリア湖のルボ

ンド島,ウガンダ国カリンズ森林,コンゴ民主共和国ワ

ンバなどのアフリカ各地の調査地で,チンパンジーを中

心に生態学的調査をおこなった.類人猿の自己治療行動

研究の一環として,チンパンジーの寄生虫感染症をさま

ざまな地域間で比較した.移入された西アフリカ由来の

チンパンジーが生息するルボンド島では,2000年に開

始したチンパンジーの行動生態学的研究を継続し,島全

域の土地利用,シロアリ釣り行動,食物の季節的変化な

どを調査した.カリンズ森林では,メスの性行動につい

て研究をおこなった.マハレでは,チンパンジーと外部

寄生虫の関係を調べるため,チンパンジーの行う毛づく

ろい行動の分析と,体毛に付着したシラミ卵の密度推定

をおこなった.また,ボノボの生息環境の変化と人間活

動の関係について調査をおこなった.

B)マカクの文化的行動研究

M.A.Hufhan,C.A.D.Nahallage,J･BLeca(Univ.

orGeorgia)

各地のニホンザルの野生餌づけ群及び飼育ニホン

ザルやアカゲザルのコロニーで調査をおこなった.嵐山

(京都府),小豆島 (香川県),高崎山 (大分県),幸島

(宮崎m･)等の餌づけ群と霊長研内,日本モンキーセン

ター内の放飼場コロニーで,石遊びなどの文化的行動の

社会的観察学習 ･伝播機構の比較研究をした.

C)ニホンザルの環境利用に関する研究

M.A.Hufrman,M.F.Jaman,S.SriKantha (岐

阜大学)

自然環境に近い霊長類研究所苅5放飼場群と,人工

的な環境の高浜群及び若桜群を対射 こ,一年を通して,

それぞれの群れの採食パターンや採食メニューとその

季節的変動,性年齢差を調査した.また,霊長類の自己

治療行動研究の一環として,各地の野生ニホンザル-の植

物性食物リストを元に,燕効性折取植物データベースを

作成した.

D)屋久島のニホンザルの生態学的研究

半谷吾郎,座馬耕一郎,早川祥子

屋久島 (鹿児島県)では,海岸線から山頂部までの

環境の変化が,野生ニホンザルの生息密度,活動時間配

分;食物競合,社会関係などに与える影響を研究した.

とくに高標高地域では,夏季に全国からボランティアの

学生を募って一斉調査をおこない,密度や群れ構成など

の人口学的資料を集めた.また森林伐採がニホンザルに

及ぼす影響やニホンザルによる種子散布について研究

を行なった.また,体温調節行動について研究をおこな

った.また,西部林道地域において,群れ外オスによる

群れの乗っ取りという形での群れ加入がどの程度オス

の繁殖成功において有効なのかを検討するため,柿液,

糞,尿,毛などの非侵襲的な試料から抽出したDNAを

用いて血縁判定を試みた.

E)ニホンザルとバーバリマカクの隼億学的特性の比較

半谷吾郎

温帯に生息する霊長類の生態学的特性を明らかに

する目的で,ニホンザルとバーバリマカクの比較をおこ

なった.モロッコのバーバリマカク生息地で,主要樹種

および主要食物樹種の葉の採取をおこない,栄養成分と

タンニン含有量を分析した.同様の分析を屋久島のニホ

ンザル生息地についてもおこない,その結果を比較する

ことで,繊維性食物の消化能力を比較した.

F)スリランカに生息する霊長類の行動生態学的研究

M.A.Hufhan,C.A.D.Nal1allage

2004年末に開始したスリランカに生息する野生霊

長類の予備調査を継続しておこなった.これまで,南西

地域から北東地域にかけての 11カ所で, トクザル

(Macacasinica),ハヌマンラング-ル(触 bytisentellus),

カオムラサキラング-ル (Presbytissenex)の行動生態学

調査及び分布調査をおこなった.
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2) Hanya,G.(2005)Ⅵ山ationsinthepopulationdensity

orJapanesemacaques.9血intemationalmammalogical

conference(Aug.2005,札幌).

3) Hasegawa,H.,Ikeda,Y.,Fujisaki,A.,Moscovice,L.R.,

Petrzelkova,K.J.,Kaur,T.,Hu庄山an,M.A.(2005)

Morphology of chimpanzee plnWOrm,Enterobius

(Enterobius) anthropopitheci (Gedoelst, 1916)

1(Nematoda:Oxyuridae),collected丘om chimpanzees

opRubondoIsland,Tanzania.第74回日本寄生虫学

会大会 (Apr.2005,千乗).

4) Hayakawa, S･ (2005) Troop Take-pver and

Reproductive Success of Wild Male Japanese

MacaquesonYakushimalsIand.KyotoConference:

DelphinidandPrimateSocialEcology:(Jul.2005,i

都).

5) Hufhan,M.(2005)Culturalaspectsofprimate

self-medication.Kyoto Conference:Delphinid and

PrimateSocioecology(Jul.2005,京都).

6) Humnan,M.(2005)Culturalaspectsofprimate

self-nedication. Smposium : Socioecological

perspectives in primates and dolphinids., ⅠX

IntemationalMammalogicalCongress(Jul.2005,礼

幌).

7) Hufhan,M.,Nal1allage,C.A.D.(2005)Acquisition
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